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を得る．したがって，（2．1）式は（1．1）及び（1．2）式を特殊た場合としてふくむ．
                 a m行m列の正方行列工とλによりaオユ＝［工，刈たるLax形式を考える このとき
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乱流の粗視北
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               分割表の周辺同等性の検定
                                   安 楽 和 夫
 左右の視力のように，対にたった2つのものを同じ基準で測ることがある．この時，データは，一般
に，ブ×一 Vの正方分割表にまとめられる．今，セル確率をカゴj，云，プ＝1，．．．，ヅ，か、＝Σ加，力十5＝Σかj，
                                    5＝1         －E1
   尾              工                       r  r力固。＝Σか。，力。川＝Σ力。jと置く．ただし，ΣΣか戸1とする．このような分割表の解析で最初に
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に基づく両側検定を提唱した．今，Twは
